
（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業
優先交渉権者グループからの説明
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

１．事業コンセプト ・・・・・ Ｐ．３

２．事業実施体制 ・・・・・ Ｐ．４

３．代表企業（九電工）の紹介 ・・・・・ Ｐ．５

４．運営企業（コングレ）の紹介 ・・・・・ Ｐ．８

説明内容
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

世界とつなぐ 新しいＤＥＪＩＭＡ の創生

文化 国際社会

産業

人材地域

歴史

長崎
MICE

観光

物流発信

雇用交流

基本コンセプト

基本コンセプト
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

地元中心によるＳＰＣ運営 安定した事業体制を構築

ＭＩＣＥと民間収益で異なるＳＰＣを設立

事業実施体制

事業実施体制

ホテルSPC

その他
民間収益事業

九電工

戸田建設

上滝

谷川建設

コングレ

日本管財

ブリック

エムエスケイ

森美工務店

松林建築設計

戸田建設

設計・監理業務

建築ＪＶ（建築工事）

維持管理及びMICE誘致業務

日本管財

九電工

維持管理業務運営・MICE誘致業務

エムエスケイ

JTBｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

ブリック
上滝 森美工務店

谷川建設

設備工事日建設計

コングレ

戸田建設 九電工

建設業務

出 資

配 当

請負委託 業務委託

連 携

定期借地権
設定契約

事業契約

MICE
SPC
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

◆資 本 金 １２５億５，５０６万円

（平成30年3月31日現在）

◆従業員数 ６，６５７名
（平成30年4月1日現在）

◆平成２９年度 売上高（連結）

３，６０８億円
（前年同期比 １０５．６％）

◆平成２９年度 営業利益（連結）

３４７億円
（前年同期比 １１３．０％）

代表企業（九電工） 企業概要
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

代表企業 官民連携事業（PPP・PFI）実績

落札年 事業名 当社

H15年 九州大学（元岡）教育研究棟Ⅰ PFI事業 協力企業
H16年 大分市鶴崎・稙田市民行政センター 代表企業

H21年 大分市複合文化交流施設（ホルトホール） 構成企業
H22年 北九州市黒崎副都心「文化・交流拠点施設」 代表企業

H29年 薩摩川内市コンベンション施設 構成企業

H30年5月現在 SPC 代表企業１３件(指定管理者１件含む)
SPC 構成企業１９件

協力企業　５件
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

大分市複合文化交流拠点
熊本合同庁舎Ｂ棟

沖縄科学技術大学院大学宿舎

北九州市黒崎副都心「文化・交流拠点地区」

薩摩川内市コンベンション施設

新西部クリーンセンター（仮称）

北九州市スタジアム

事業受注実績：３７件（代表企業：１３件）
【PFI・PPP・DBO 指定管理者含む 平成30年6月現在】

代表企業 官民連携事業（PPP・PFI）実績
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

運営企業（コングレ） 企業概要

◎ 設 立：1990年

◎ 社員数：300名(契約社員約1,400名)

◎ 売上高：160億円(2017年3月)

◎ 事業拠点

東京本社
大阪本社
中部支社（名古屋）

九州支社（福岡）

北海道支社（札幌）

東北支社（仙台）

京都支店
長崎営業所
沖縄コングレ
北京事務所
コングレ上海（業界初の中国拠点）
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

コングレの事業内容
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コンベンション
事業

コミュニケーション
事業

施設運営
コンサルティング

人材サービス
IT 開発



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

国際会議のコングレ
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伊勢志摩サミット首脳会合
（2016年）

国際眼科学会 WOC2014

IMF・世界銀行年次総会
（2012年）

ITS世界会議 東京2013



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

国際会議のコングレ（九州支社）
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第30回アジア開発銀行(ADB)
年次総会（1997年）

九州･沖縄サミット福岡蔵相会合
(2000年）

第32回国際泌尿器科学会総会
（SIU2012）

APEC成長戦略ハイレベル会合
（2010年）



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

国内会議の実績
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第26回日本医学会総会
（2003年 福岡）

第27回日本医学会総会
（2007年 大阪）

日本外科学会
（2013年 福岡）

日本循環器学会
（2012年 福岡）

参加者
30,000人

超

参加者
15,000人

超

参加者
13,000人

超

参加者
30,000人

超



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

展示・イベント
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ミラノ万博大阪モーターショー
（2013年）

世界水泳選手権
（2001年）

麗水・サラゴサ国際博覧会



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

国際展示会の自主事業
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主催： 一般社団法人日本UAS 産業振興協議会（JUIDA）
共催： 株式会社コングレ、株式会社スペースメディアジャパン
後援： 経済産業省、国土交通省、農林水産省、内閣府地方創生推進事務局他
オフィシャルメディアパートナー： 日経産業新聞

展示規模：158社・団体/162小間
3日間総来場者数：11,440名



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

国際展示会の自主事業

15

主 催 : 日本スポーツ産業学会／株式会社コングレ／株式会社スペースメディアジャパン

パートナー: ALAD Limited –part of Hemming Group （英国）

特別協力 : 大阪商工会議所・スポーツハブKANSAI ／コトブキシーティング㈱／㈱スポーツビズ／
㈱ソル・スポーツマネージメント

特別後援 : ( 一社) 日本トップリーグ連携機構／( 公社) ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

コンベンション施設運営
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名古屋国際会議場
※指定管理者

ふじのくに千本松フォーラム
※指定管理者

ナレッジキャピタル
コングレコンベンションセンター

コングレスクエア
日本橋



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

受託 → リスクをとる事業へ

受 託
自主事業

業務委託
指定管理

自前の
コンベンション施設

コンベンション

施設運営
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MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

長崎とコングレ
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（1998年～2007年）
総合受付案内、利用料徴収

チケット販売、備品貸出管理ほか

（2001年～2004年）
総合受付案内、チケット販売

改札、誘導ほか

（1997年～2007年）
総合受付案内、展示室運営
科学教室運営補助ほか

会議と施設運営では1990年代からどこよりも古く、
長崎で仕事をしてきました。

会議運営実績

長崎ブリックホール 長崎市科学館 長崎ペンギン水族館

1993 年 第3回世界平和連帯都市市長会議 2010 年 第53回日本甲状腺学会学術集会

1994 年 第67回日本内分泌学会総会 2011 年 第24回日本臨床整形外科学会学術集会

2003 年 日本人類遺伝学会第48回大会 2012 年 第48回日本医学放射線学会秋季臨床大会

2003 年 日本薬学会　第123年会 2014 年 第47回九州リウマチ学会

2005 年 第35回日本腎臓学会西部学術大会 2015 年 第48回九州人工透析研究会総会

2006 年 第50回(中)日本リウマチ学会総会・学術集会/第15回国際リウマチシンポジウム2015 年 日本口腔インプラント学会第32回九州支部学術大会

2007 年 第40回九州人工透析研究会総会 2016 年 第25回日本脊椎インストゥルメンテーション学会

2008 年 第7回日本頸部脳血管治療学会 2017 年 第9回平和首長会議総会

2009 年 第16回日本義肢装具士協会学術大会 2017 年 第40回日本呼吸器内視鏡学会学術集会



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

プラサ ヴェルデ（沼津駅前)の事例
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人員構成比
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内、現地雇用

内、現地以外

※1：6月展示場開業
※2：7月会議場開業



MICE事業

（仮称）長崎市交流拠点施設整備・運営事業

産業界によるMICEバックアップ体制の組成
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地元のサポート

MICE施設の
地元への貢献



ご清聴ありがとうございました
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